
広島大学附属東雲小学校・東雲中学校 

令和６年度 東雲教育研究会のご案内（二次案内） 

 

 

 

 

 

 

各教科等が考える「教科等本来の魅力に迫る」授業づくりについて 

教師の資質能力を視点に提案します。 

 児童・生徒の姿と教師の手立てとのつながりを中心に授業をご覧ください。 

        令和６年11 月16 日（土） 

8:20   9:00      9:50  10:05     10:55  11:10   12:40 

受付① 公開授業① 移動 
公開授業② 移動 分科会  

 受付②※ 

            9:30    10:05 
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        広島県教育委員会・広島市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

小・中学校共同研究テーマ 

教科等本来の魅力に迫るための教師の資質能力Ⅲ 

－ 教科等の特性に応じた児童・生徒の見取りを通して － 

開 催 日 程 

参 加 費 

後 援 

令和６年度東雲教育研究会の開催にあたって 
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教科等 校時 校種 学年・組 授業者 単元・題材 共同研究者 

国語 

１ 小 ４年１組 中西 果織 

「友情のかべ新聞」 

名探偵になってつながりを 

考えながら読もう 
間瀬 茂夫 

山元 隆春 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 
２ 中 ３年２組 岡本恵里香 

「故郷」 

クラス全員と ICTで交流する、 

自分の読みをつくる文学の授業 

分科会 
自分と向き合い豊かに言葉を紡ぎ出す「文学の読み」の授業づくり 

－「国語科本来の魅力」に迫るための「教師の資質能力」に着目して－ 

社会 

１ 中 ２年２組 大西 弘員 輸送業界の 2024年問題 

川口 広美 

永田 忠道 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

２ 

小 ５年２組 西畑 郁希 森林とともに生きる私たち 

小 ６年２組 小林 祐貴 
君達がいて、ぼくがいる。 

（歴史・明治の新しい国づくり） 

分科会 
社会科本来の魅力に迫るための教師の資質能力 

－主体的な活動を引き出す手立て－ 

算数 

・ 

数学 

１ 

小 ２年１組 吉住 郁哉 はこの形 

影山 和也 

北䑓 如法 

真野 祐輔 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

小 ６年１組 佐々木 諒 拡大図・縮図 

小 複式高学年 川口知佐子 
第５学年 正多角形と円 

第６学年 円の面積 

２ 

中 １年１組 天野 秀樹 
おうぎ形 

－三次の鵜飼を手がかりにして－ 

中 ２年１組 重川 千秋 平行線と面積 

分科会 図形領域の授業を充実させる教材のデザインが妥当であるか 

理科 

１ 中 １年１組 龍岡 寛幸 物質のすがたとその変化 

磯﨑 哲夫 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 
２ 

小 ４年１組 古石 卓也 天気による気温の変化 

小 ５年１組 向江 正也 電流が生み出す力 

分科会 理科本来の魅力に迫るために必要な教師の授業実践力とは？ 

生活 

１ 小 ２年２組 柳井 裕美 いいね  しののめの町 
朝倉  淳 

（広島大学） 

渡邉  巧 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 
分科会 

生活科授業づくりに必要な教師の資質能力 

－教師の働きかけに焦点をあてて－ 

音楽 

１ 中 １年２組 甫出 頼之 身のまわりの音で音楽をつくろう 
権藤 敦子 

寺内 大輔 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

２ 小 ３年１組 中村恵美子 五音音階の響きで味わう伝統音楽 

分科会 
音楽を通して、様々な知の世界とつながり、考え感じることによって、

自己を省察し、変容できる子どもを育てるための教師の資質能力とは 

公開授業内容・分科会テーマ 



東雲教育研究会 

教科等 校時 校種 学年・組 授業者 単元・題材 共同研究者 

図画

工作 

・ 

美術 

１ 小 複式低学年 島谷あゆみ 
見えない人と一緒に作ってわくワク 

イメージ 
三根 和浪 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

三桝 正典 

（広島女学院大学 

人間生活学部児童教育学科） 

２ 中 １年２組 重本 優紀 カプセルトイの提案 

分科会 
教師の願いと学習者の思いをつなぐ授業評価の在り方を探る 

－身につけさせたい資質・能力と個別の思いを擦り合わせたルーブリック  

 の作成を通して－ 

体育 

・ 

保健

体育 

１ 中 ３年１組 植田 一矢 
球技（ネット型） 

「バレーボール」 
大後戸一樹 

黒坂 志穂 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

２ 小 ４年２組 栗原 良典 
ゲーム（ゴール型） 

「インベーダー２」 

分科会 
多様な学習者が豊かに関わり合い，運動の楽しさに出会うとともに 

学びを深める体育科授業を目指して 

技術 
２ 中 ３年１組 村井 啓太 

D 情報の技術 計測・制御の 

プログラミングによる問題解決 
川田 和男 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 分科会 データサイエンスの素養を育む技術科教育の在り方について 

家庭科 
２ 中 ３年１組 前田 愛友 C 消費生活 伊藤  優 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 分科会 SDGｓを関連付けた消費生活の授業構成の在り方 

外国語

活動 

・ 

外国語 

１ 
中 ２年１組 森澤 葉子 Unit 6 Research Your Topic 

中島 義和 

（広島女学院大学・ 

今治明徳短期大学 

幼児教育学科） 
松宮奈賀子 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

 

中 ３年２組 伊藤 美絵 Unit 6 Beyond Borders 

２ 小 複式中学年 榎原 朱梨 Unit 5 Do you have a pen? 

分科会 児童・生徒が考えて表現する授業に必要な教師の資質能力とは 

道徳 
１ 小 ３年２組 田部 彩香 単元「東雲家族のきずなプロジェクト」 宮里 智恵 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 分科会 「問題解決的単元学習」における自作教材や指導の工夫について 

特別

支援

教育 

１ 

小 養護低学年 髙阪 英徳 
クラス発表会 

－ぺんぎんきょうだいの劇をしよう－ 

氏間 和仁 

新海  晃 

林田 真志 

村上 理絵 

若松 昭彦 

（広島大学大学院 

 人間社会科学研究科） 

小 養護中学年 大津賀夢奈 
クラス発表会 

－にじいろの魚の劇をしよう－ 

２ 

中 １年３組 高木 由希 



 
〇本校ホームページより申込フォームにアクセスしてお申し込みください。 

 （アクセスができない場合は，お電話でご相談ください。） 

〇申し込みの期間は，11月 5日（火）までです。 

【申込先のホームページ URL】                   （HP：QR ｺｰﾄﾞ↑） 

https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_shino/sinonomekyouikukennkyuukai 

 
【交通機関】 

バス利用 ■JR広島駅より，広島電鉄バス（４番線）「東雲二丁目」下車徒歩約 10分 

     ■紙屋町，市役所方面より，広島電鉄バス（７番線）「東雲」下車徒歩約５分 

J R 利 用 ■山陽本線 JR向洋（むかいなだ）駅より，徒歩約 20分 

タクシー利用 ■JR広島駅より，約 15分 

ご用意しておりますが，台数に限りがありますので，できるだけ公共の 

交通機関をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 

参 加 申 込 （※当日受付はできません） 

ア ク セ ス 

 

広島大学附属東雲小学校  TEL(082)890-5111・FAX(082)890-5114 

     担当 古石 卓也     E-mail：eleshino@hiroshima-u.ac.jp 
 

広島大学附属東雲中学校  TEL(082)890-5222・FAX(082)890-5226 

     担当 重本 優紀      E-mail：jhshino@hiroshima-u.ac.jp 
 

  〒734-0022  広島市南区東雲三丁目 1−33 

URL https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_shino 
 

駐車場 
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